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経営学部  経営学科 

講師 東 野  國 子 
（女）  

（ ひがしの くにこ ）（  Higashino kuniko ） 

   

◆ 学 位 
学位名 修士（教育学）  

取得方法 課程   

◆ 学 歴 
大学 大阪教育大学教育学科 昭和 59年卒業 

大学院 大阪教育大学大学院教育学研究科 平成 30年修了 

◆ 学 内 職 務 

（令和 4年度） 

 キャリア委員  宗教委員 

    

◆ 担当授業科目 

（令和 4年度） 

 キャリア演習Ⅰ～Ⅳ  ライセンスセミナー秘書・ビジネス実務Ⅰ 

 公務員基礎演習（教養数学）  公安職特別演習（教養数学） 

 大学基礎演習Ⅰ・Ⅱ  専門演習Ⅰ・Ⅱ 

◆ 職務上の実績に関する事項（資格,免許,特許,等） 

 キャリアコンサルタント 

◆ 専門研究分野 ◆ キーワード 

キャリア教育学 
秘書学・医療秘書

学 

 キャリア教育  ビジネスマナー 

 インターンシップ  コミュニケーション 

◆ 研究概要 キャリア教育のプログラム開発 / 社会的スキル 

◆ 所属学会 
 キャリア教育学会  日本国際秘書学会 

 日本ビジネス実務学会  日本インターンシップ学会 

◆ 主要著書（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

 改訂オフィス実務 共 平成 15年 4月 学文社 

 
現場研修ワークブック

「医療秘書編」 
単 平成 22年４月１日 滋慶教育事業部 

 改訂医療秘書実務 共 平成 22年８月 10日 建帛社 

 

キャリアデザイン 

－社会人に向けての基礎

と実践－ 

共 平成 28年２月 12日 樹村房 

 秘書学概論 共 令和３年１月１日 近畿大学通信教育部 

◆ 主要論文（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

 

病院実習の報告書を分析

して －今後の指導に生

かすために－ 

共 平成 27年 5月 31日 四條畷学園短期大学紀要第 48号 

 
医療コンシェルジュの実

態調査に向けて 
単 平成 30年８月１日 日本国際秘書学会研究年報第 25号 

 
医療コンシェルジュの実

態調査 
単 平成 30年 12月 20日 関西女子短期大学紀要第 28号 

 
地域で育む幼児向けマナ

－教材の開発に向けて 
共 平成 31年２月 20日 滋賀短期大学第 44号研究紀要 
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 

幼児向けマナー教材と実

施プログラム開発 

－社会的スキルに着目し

て－ 

共 令和３年３月 26日 滋賀短期大学第 46号研究紀要 

 
短期大学におけるキャリ

ア教育のスタンダードモ

デルの検討 

単 令和 2年 3月 
日本ビジネス実務学会近畿ブロック報 

第 34号 

◆ その他（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

 

学会発表 

コミュニケーション能力

の向上を目指して 

単 平成 23年８月 
秘書・サービス接遇教育学会第 17 回研

究全国大会口頭発表 

 

学会発表 

医療秘書の資質 －思い

やりの心を育むアプロー

チ－ 

単 平成 27年 10月 
日本国際秘書学会第 26 回全国大会 口

頭発表 

  
実践教育学論集 2016 

－現代の教育問題を考え

る 21－ 

単 平成 29年３月 
大阪教育大学大学院教育学研究科実践

学校教育講座発行 

 

学会発表 

医療コンシェルジュの実

態調査 

単 平成 30年８月 
日本医療秘書実務学会第 9回全国大会口

頭発表 

 

学会発表 

短期大学におけるキャリ

ア教育の実態と課題－キ

ャリア教育関連のシラバ

ス分析を通して－ 

単 令和元年 11月 
日本キャリア教育学会第 41 回全国大会

口頭発表 

 

研究発表 

幼児向けマナー教材と実

施プログラムの開発 －

地域交流を目指して－ 

共 令和元年 11月 

滋賀短期大学幼児アカデミーポスター

発表 ※後援：滋賀県教育委員会・大

津市教育委員会  

 

海外勤務経験者による現地

レポート －海外インター

ンシップを目指す学生の指

導に活かす－」 

単 令和３年８月 日本国際秘書学会研究年報第 28号 

 


